
成　果

教師が系統や関連を理解し、教えるべき内容を明確
に意識した上で、日々の実践をするようになった
その結果、子どもが自分で考え、意見を発表する
ことに喜びを感じたり、友だちの「学び」と自分
の「学び」をつなげて考えたりする姿が見られる
ようになった
「全国学力・学習状況調査」では、活用する力を問
う問題が全国平均を大きく上回るようになった

●

●

●

カリキュラムと実践のかかわり

（算数の例）
知識・技能などの「内容」と、数学的な考え方な
どの「方法」の両面で、系統と関連を整理する
整理した「学び」を子どもが実際に生かせるよう
な手立てを講じる

●

●

カリキュラムの概要

「生きる力」を育むために、「学び」を生かす子ど
もを育むことを目指す
「学び」の系統や関連を整理し、カリキュラムをつ
くる
「知・徳・体」のすべての面から「生きる力」を育
むために、国語、算数、道徳、体育を中心に研究
を進める

●

●

●

課　題

問題を解く過程よりも、結果を重視する傾向があっ
た
自分の考えや思いを伝える表現の技能が十分とは
言えなかった
体力・運動能力が十分とは言えなかった

●

●

●

8［小学版］2010 Vol .3

校長	 上林房一正先生

児童数	３38人	 学級数　15学級（うち特別支援学級２）

所在地	〒892-0847　鹿児島県鹿児島市西千石町15-5

TEL	 099-226-6285

URL	 http://keinet.com/yamashis/

公開研究会　2010年11月12日（金）

系
統
性
の
整
理
と
手
立
て
の
充
実
で

「
学
び
」を
生
か
す
子
ど
も
を
育
む

◎1878（明治11）年開
校。「負けるな」「うそを
言うな」「弱い者をいじ
めるな」が開校時からの
校訓で、郷中教育を受け
継ぐ。鹿児島市中央部に
位置し、周辺には薩摩藩
関連の史跡も多い。

S c h o o l  D a t a

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校
は
、
子
ど
も
が
そ
れ
ま
で
に
身
に
付
け
た
「
学
び
」、
す
な
わ
ち
既
習
事
項
を
生
か
し
て

課
題
を
解
決
す
る
学
習
を
通
じ
、「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
研
究
に
取
り
組
む
。「
学
び
」
の
系
統
や
関
連
を
整
理
し
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
、「
学
び
」
を
生
か
す
子
ど
も
を
育
む
た
め
の
手
立
て
を
実
践
し
て
い
る
。

実
践
編

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校

1



特集

全面実施への助走
第 3 回

目指す力と実践をつなぐカリキュラム

　

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校
は
、
２
０
０
８
年
度
か

ら
「『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ
く
む
学
習
指
導
の
開
発
」

を
テ
ー
マ
に
３
か
年
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
テ
ー

マ
設
定
の
背
景
に
は
、
今
日
的
な
課
題
と
し
て
「
生

き
る
力
」の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

同
校
の
子
ど
も
が
抱
え
る
課
題
が
あ
っ
た
。
上じ

ょ
う
り
ん
ぼ
う

林
房

一
正
校
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
本
校
に
は
素
直
な
子
ど
も
が
多
い
の
で
す
が
、

問
題
解
決
に
お
い
て
は
、結
果
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

問
題
を
解
く
過
程
の
自
分
自
身
の
よ
さ
に
気
が
付
い

て
い
な
い
子
ど
も
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、自
分
な
り
の
考
え
や
思
い
は
も
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
を
友
だ
ち
に
的
確
に
伝
え
る
表
現
の
技
能
は
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
友
だ

ち
と
意
見
を
述
べ
合
い
、
互
い
に
思
考
を
錬
磨
し
て

い
く
場
を
設
け
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
で

は
全
国
平
均
を
下
回
る
種
目
が
あ
り
、
体
力
的
な
課
題

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
実
態
か
ら
「
生
き
る
力
」
を
知・

徳
・
体
の
観
点
で
４
項
目
に
捉
え
直
し
た
（
図
１
）。

　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
研
究
の
中
心
に
据

え
て
い
る
の
は
、「
学
び
」
を
生
か
す
た
め
の
学
習

指
導
だ
。
同
校
は
、「
経
験
や
学
習
に
よ
っ
て
身
に

付
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
『
知
』」
を
「
学
び
」
と
捉
え

て
い
る
。「『
学
び
』
を
生
か
す
」
と
は
、
身
に
付
け

た
「
知
」
を
日
常
生
活
や
課
題
解
決
の
場
面
で
必

要
に
応
じ
て
活
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。「
学
び
」

を
生
か
す
こ
と
と
「
生
き
る
力
」
を
育
む
関
係
を
、

研
究
主
任
の
吉
元
宣
博
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「『
学
び
』
を
生
か
す
、
つ
ま
り
活
用
す
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
は
、
本
校
が
目
指
す
『
生
き
る
力
』

の
中
の
『
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に

付
け
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
』
を
育

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。『
生
き
る
力
』
を
付
け

る
た
め
に
は
、『
学
び
』
を
生
か
す
力
を
育
て
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
」

　
「
学
び
」
を
生
か
す
子
ど
も
を
育
む
た
め
の
取
り

組
み
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
生
か
す
べ
き
「
学
び
」
の
系
統
・
関
連

の
明
確
化
だ
。
教
科
ご
と
に
、
こ
の
学
年
で
は
何
を

教
え
る
の
か
、
そ
れ
を
今
後
生
か
す
場
面
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
整
理
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
が
「
学
び
」
を
生
か
す
よ

う
に
な
る
た
め
の
手
立
て
の
充
実
だ
。「
学
び
」
を

整
理
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
す
る
だ
け
で
は
、

子
ど
も
が
「
学
び
」
を
生
か
せ
る
よ
う
に
は
な
ら
な

い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
と
併
せ
て
、
子
ど
も
が

図1 山下小学校の「生きる力」の定義

◎基礎的・基本的な知識や技能を身に付け、
それらを駆使しながら問題解決を行うこ
とができる思考力・判断力・表現力

◎豊かな個性をもち、きまりを守り、多様
な体験的な活動を通して他と好ましくか
かわりながら自分らしさを追究する力

◎自分を取り巻くすべての人やものとのか
かわりを理解し、社会的な存在としての
自分の果たすべき役割を自覚しながら正
しく行動する力

◎健康的な生活習慣や積極的にスポーツに
親しむ習慣を身に付け、目標の実現に向
けて最後まで粘り強く頑張ることのでき
るたくましい心や体力

＊下線は同校による

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校
教
頭

小
正
公
二Kom

asa Koji

「
担
任
の
先
生
を
立
て
な
が
ら
、
教
頭
の
立

場
で
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
手
厚
く
支
援

し
た
い
」

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校

吉
元
宣
博Yoshim

oto Nobuhiro 

研
究
主
任
。「
誤
答
の
中
に
も
子
ど
も
な
り
の

論
理
が
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
考
え
に
気
付

き
、
大
切
に
し
た
い
」

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校

木
田
博Kida Hiroshi

教
務
主
任
。「
他
者
と
の
間
に
共
通
点
を
見

い
だ
す
喜
び
を
伝
え
、
認
め
合
い
な
が
ら
学

ぶ
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

鹿
児
島
市
立
山
下
小
学
校
校
長

上
林
房
一
正Jorinbo Issho

「
環
境
が
人
を
つ
く
る
。
子
ど
も
も
教
師
も

課
題
に
挑
戦
し
た
く
な
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
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「
知
・
徳
・
体
」の
面
か
ら

「
生
き
る
力
」を
捉
え
直
す

課
題

「
学
び
」を
生
か
す
力
を
付
け
る
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
実
践
に
反
映

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要



「
学
び
」
を
生
か
す
、
す
な
わ
ち
既
習
事
項
を
生
か

せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
手
立
て
ま
で
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
同
校
の
特
徴
だ
。

　

ま
た
、「
学
び
」
を
生
か
す
こ
と
は
、
知
的
活
動

だ
け
で
な
く
、
道
徳
や
体
育
な
ど
多
様
な
場
面
で
な

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
、
研
究
は
国
語
、
算
数
、
道
徳
、

体
育
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。
外
国
語
活
動
に
つ
い

て
も
、
10
年
度
に
は
高
学
年
で
年
間
35
時
間
分
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
と
、「
学
び
」
を

生
か
す
子
ど
も
を
育
む
手
立
て
に
つ
い
て
、
算
数
を

例
に
紹
介
し
よ
う
（
実
践
例
は
Ｐ
．13
図
５
参
照
）。

①「
学
び
」の
系
統
及
び
関
連
の
整
理

　

同
校
で
は
、
算
数
に
お
け
る
「
学
び
」
を
、「
数

量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
及
び
考
え
方
」

と
し
て
い
る
。
既
習
の
知
識
や
技
能
、
考
え
方
を

新
た
な
問
題
の
解
決
に
活
用
し
た
り
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
の
伸
び
や
変
容
を
感
じ
た
り
す
る
姿

が
、
同
校
が
目
指
す
子
ど
も
の
姿
だ
。

　

し
か
し
、
知
識
や
技
能
、
考
え
方
を
身
に
付
け

る
だ
け
で
は
断
片
の
集
ま
り
に
過
ぎ
ず
、「
生
か
す
」

こ
と
は
出
来
な
い
と
、
教
務
主
任
の
木
田
博
先
生
は

説
明
す
る
。

　
「
分
か
ら
な
い
問
題
に
出
合
っ
た
時
、『
こ
れ
ま
で

に
学
習
し
た
中
で
使
え
そ
う
な
知
識
や
考
え
方
は
な

い
か
』
と
考
え
、
既
習
内
容
を
想
起
し
て
結
び
付
け

る
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、『
学
び
』
を
生
か
せ
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
力
は
、
教
科
書
に

沿
っ
て
教
え
る
だ
け
で
は
付
き
に
く
く
、
教
師
が
学

習
内
容
の
系
統
や
関
連
を
十
分
に
理
解
し
、
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
こ
の
「
学
び
」
を
、
知
識
や
技
能
な
ど

の
「
内
容
」
と
、
問
題
を
解
決
す
る
際
に
領
域
の
内

容
に
か
か
わ
ら
ず
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
数
学
的
な

見
方
・
考
え
方
や
方
略
な
ど
の
「
方
法
」
の
両
面
か

ら
、
系
統
・
関
連
を
整
理
し
た
。

◎
「
内
容
」
の
整
理

　
「
数
と
計
算
」
領
域
を
中
心
と
し
た
、
内
容
面
の

「
学
び
」
の
系
統
図
を
見
て
み
よ
う
。
図
２
は
「
数

と
計
算
」
領
域
の
系
統
図
、
図
３
は
そ
の
系
統
図
の

中
か
ら
特
定
の
単
元
を
中
心
に
、
よ
り
具
体
的
な
内

容
も
含
め
て
系
統
を
整
理
し
た
も
の
だ
。

　

図
３
に
は
、
後
述
す
る
、
関
連
す
る
領
域
で
指
導

す
る
「
考
え
方
」
も
併
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
１

年
生
の「
繰
り
下
が
り
の
あ
る
整
数
の
減
法
の
仕
方
」

で
は
、１
年
生
前
半
で
学
ぶ
「
整
数
の
減
法
の
仕
方
」

で
学
ん
だ
「
数
の
見
方
（
和
）」
と
つ
な
が
り
が
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
２
〜
６
年
生
の

「
整
数
の
加
法
、減
法
の
仕
方
（
筆
算
形
式
）」
で
は
、

１
年
生
の
「
10
よ
り
大
き
い
数
」
単
元
の
「
20
ま
で

の
数
」
の
学
習
に
お
い
て
、「
位
取
り
の
考
え
」
を

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
る
。

◎
「
方
法
」
の
整
理

　

図
４
は
、「
数
と
計
算
」
領
域
の
各
学
年
の
単
元

で
重
視
し
た
い
「
考
え
方
（
見
方
・
考
え
）」
を
ま

と
め
た
も
の
だ
。
算
数
の
指
導
で
は
、他
領
域
の「
見

方
・
考
え
」
が
関
連
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、「
数

と
計
算
」
に
加
え
、「
量
と
測
定
」
や
「
図
形
」
な

ど
他
領
域
の
「
見
方
・
考
え
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
１
年
生
の
「
10
よ
り
お
お
き
い
か
ず
」

の
単
元
で
は
、「
10
に
な
る
ご
と
に
束
を
つ
く
る
位

取
り
の
考
え
」
の
指
導
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
図
３
「『
学
び
』
の
系
統
図
」
と
併
せ
て
見

れ
ば
、
こ
れ
が
後
の
学
年
で
ど
の
よ
う
な
単
元
に
関

連
し
て
い
る
か
も
確
認
で
き
る
。

②「
学
び
」
を
生
か
す
よ
う
に
な
る
た
め
の
手
立
て

の
工
夫

　

授
業
な
ど
で
、
子
ど
も
が
自
ら
「
学
び
」
を
生
か

せ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
も
講
じ
る
。

◎
単
元
設
計
、
１
時
間
の
学
習
過
程
の
工
夫

　

授
業
の
始
め
に
学
習
を
振
り
返
る
、
既
習
事
項
と

の
共
通
点
を
考
え
る
時
間
を
設
け
る
な
ど

◎
教
師
の
問
い
掛
け
、
板
書
の
工
夫

　
「
こ
れ
ま
で
に
似
た
よ
う
な
場
面
は
あ
っ
た
か
な
」

な
ど
の
既
習
事
項
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
発
問
や
、

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
や
す
い
板
書
を
す
る

◎「
記
録
す
る
」「
整
理
す
る
」「
伝
達
す
る
」
と
い

う
学
習
活
動
の
重
視

　

振
り
返
り
を
し
や
す
い
よ
う
、
ノ
ー
ト
の
書
き
方

を
指
導
し
、
考
え
を
整
理
す
る
時
間
を
重
視
す
る

◎
自
己
の
「
学
び
」
を
振
り
返
る
、
自
己
評
価
活
動
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「
学
び
」の
系
統
・
関
連
を
明
確
に
し

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
む

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実
践
の
か
か
わ
り
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図2 算数「数と計算」領域の「学び」の系統図（加法・減法の抜粋）

図4 算数「数と計算」領域と他領域との「考え方（見方・考え）」関連表（1年生の抜粋） 　　

図3 １年生・算数「繰り下がりのある減法」における「学び」の系統図

小数の加法及び減法の
意味（小数第一位まで）加法及び減法の相互関

係についての意味
加法及び減法の意味

分数の加法及び減法の
意味（同分母分数）

和・差の用語の意味

概算（和、差）の技能

分数の加法及び減法の
意味（異分母分数）

小数の加法及び減法の
技能（小数第一位まで）加法及び減法の技能

（二位数の加減と筆算
形式）

加法及び減法の技能
（一位数同士の加減）

小数の加法及び減法の
技能（小数第二位まで）

分数の加法及び減法の
技能（同分母分数）

分数の加法及び減法の
技能（帯分数を含む）

分数の加法及び減法の
技能（異分母分数）

整数・小数、分数の混
ざった加法及び減法の
技能

加減計算の工夫、（　）を
用いた加法及び減法の
技能

加法及び減法の技能
（四位数までの加減と筆
算形式）

１　年　生 ２　年　生 ３　年　生 ４　年　生 ５　年　生 ６　年　生

＊◎は「数と計算」領域で特に重視したい「見方・考え」

１
年
生

１０までのかず
いくつといくつ
なんばんめ
たしざん（１）
ひきざん（１）
１０よりおおきいかず

◎
○
○
○
○

○
◎

○

○
◎
◎

◎

○

○

○

○

数
に
対
す
る
見
方
１

（
整
数
・
小
数
・
分
数
）

数
に
対
す
る
見
方
２

（
倍
数
・
約
数
）

数
に
つ
い
て
何
を

単
位
に
そ
の
幾
つ
分

と
し
て
み
る
見
方

一つ
の
数
を
他
の
数
の

和
や
差
や
積
や
商
と

し
て
み
る
見
方

数
の
相
対
的
な

大
き
さ
に
つ
い
て
の

見
方

結
果
を
概
数
で

見
積
も
る
見
方

計
算
の
性
質
に

関
す
る
考
え

10
に
な
る
ご
と
に

束
を
つ
く
る

位
取
り
の
考
え

単
位
量
当
た
り
の

考
え

比
較
測
定
の
考
え

図
形
の
見
方
１

（
全
体
と
部
分
）

図
形
の
見
方
２

（
部
分
と
部
分
）

分
類
整
理
の
考
え

数
量
の
対
応
や

依
存
関
係
に

着
目
し
た
見
方

a b c d e f g h i k b c a b
数 量 関 係図 形量 と 測 定数 と 計 算

単 元 名

１ 年 生 ２ ～ ６ 年 生

数の合成・分解
いくつといくつ

整数の加法・減法
たし算１・ひき算１

数の表し方
１０より大きい数

整数の加法
たし算２

整数の減法
ひき算２

整数の加法・
減法

小数・分数の
加法・減法

１０の合成と分解
（１０の補数関係の
理解）

数（１位数）の分解
の仕方

整数の減法の仕
方（数の分解、数
えひき）

整数の加法の仕
方（数の合成、数
えたし）

整数の加法の意
味（合併及び増加、
順序数を含む加
法）と式表現 ２０までの数の表し

方
（十進位取り記数
法を用いた表し方）

整数の加法の意
味と式表現

整数（２位数～４
位数）の加法の意
味と式表現

小数や分数の加法の意
味（単位小数や単位分数
の幾つ分）と式表現

小数や分数の減法の仕
方（単位小数や単位分数
の幾つ分）と式表現

小数や分数の加法の仕方

小数や分数の減法の仕方

整数（２位数～４
位数）の減法の意
味と式表現

整数の加法の仕
方（筆算形式）

整数の減法の仕
方（筆算形式）

整数の減法の意
味と式表現

繰り下がりのある
整数の減法の仕
方（減加法及び
減々法）

繰り上がりのある
整数の加法の仕
方（被加数分解及
び加数分解、五二
進法）

２０までの数（２位
数）の合成

２０までの数（２位
数）の分解

整数の減法の意
味（求残及び求差、
順序数を含む減
法）と式表現

数（１位数）の合成
の仕方

「数の見方（和）」の重視

「位取りの考え」の重視

「１対１対応の見方」の重視

「数の見方（和）」の重視

「位取りの考え」の重視

「位取りの考え」の重視

「位取りの考え」の重視

「位取りの考え」の重視 「単位の考え」の重視

「単位の考え」の重視「位取りの考え」の重視

「数の見方（和）」の重視

「数の見方（和）」の重視
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＊図２〜４はすべて同校の資料を基に編集部で作成。図４は、他学年も含めた表全体を、小誌ウェブサイトでご覧いただけます
　http://benesse.jp/berd/ → HOME＞情報誌ライブラリ（小学校向け）

http://benesse.jp/berd/center/open/syo/index.shtml


　

自
分
の
変
容
や
、「
学
び
」
を
生
か
す
よ
さ
に
気

付
く
よ
う
に
、
自
己
を
振
り
返
る
活
動
を
重
視
す
る

　

こ
う
し
た
指
導
に
よ
り
、子
ど
も
は
自
ら
「
学
び
」

を
想
起
し
、
課
題
解
決
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
10
年
度
は
「
学
び
」
を
よ
り
深
め
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
、
木
田
先
生
は
話
す
。

　
「
自
分
の
『
学
び
』
と
友
だ
ち
の
『
学
び
』
を
比

較
し
た
り
、
関
連
付
け
た
り
し
な
が
ら
自
分
の
『
学

び
』を
再
構
築
す
る
力
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
年
度
は
、
話
合
い
や
発
表
に
よ
っ
て
自

分
の
『
学
び
』
を
表
現
し
、
友
だ
ち
の
『
学
び
』
と

つ
な
ぎ
な
が
ら
学
ぶ
姿
勢
を
育
ん
で
い
ま
す
」

　

そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
む
。

◎
自
分
自
身
の
「
学
び
」
を
表
現
す
る
活
動

　

体
験
か
ら
感
じ
取
っ
た
こ
と
を
、
言
葉
や
絵
、
身

体
な
ど
で
表
現
す
る
こ
と
な
ど

◎
自
分
の
「
学
び
」
と
友
だ
ち
の
「
学
び
」
と
を
交
流

す
る
活
動

　

自
分
と
友
だ
ち
と
の
考
え
と
を
比
較
し
、
互
い
の

共
通
点
や
類
似
・
相
違
点
を
伝
達
し
合
う
こ
と
な
ど

◎
自
分
自
身
の
「
学
び
」
の
再
構
築
を
図
る
活
動

　

友
だ
ち
の
意
見
や
考
え
を
基
に
、
自
分
の
考
え
を

見
直
し
て
み
る
こ
と
な
ど

　

研
究
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
の
が
、
ど
の
教
師
も

積
極
的
に
意
見
を
出
せ
る
よ
う
な
校
内
の
雰
囲
気
づ

く
り
だ
。
小
正
公
二
教
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
常
に
先
生
方
に
声
を
掛
け
て
、
相
談
に
乗
っ
た

り
支
援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
が
気
軽
に
話
し
合

い
、
協
力
し
て
、
日
々
の
授
業
改
善
に
取
り
組
む
雰

囲
気
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

研
究
を
通
じ
て
、ま
ず
教
師
の
意
識
が
変
化
し
た
。

　
「
学
習
内
容
の
系
統
や
関
連
を
明
確
に
し
て
い
な

か
っ
た
頃
は
、
各
教
師
が
経
験
に
頼
っ
て
授
業
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
６
年
間
の
学
習
内
容
の
つ
な

が
り
を
理
解
し
た
上
で
、『
こ
の
単
元
で
は
特
に
何

を
教
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
』
と
意
識
し
て
指

導
を
見
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
木
田
先
生
）

　

つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
つ
ま

ず
き
を
防
ぐ
こ
と
に
も
有
効
だ
。
子
ど
も
が
「
分
か

ら
な
い
」「
出
来
な
い
」
時
に
、
教
師
が
ど
の
よ
う

な
内
容
や
方
法
を
例
示
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
は
、
ど
の
教
師
も
教
科
書

の
単
元
配
列
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
て
い
た
が
、
子

ど
も
の
実
態
を
よ
く
見
て
、
単
元
の
順
序
を
入
れ
替

え
た
り
、
課
題
の
あ
る
単
元
を
重
点
的
に
取
り
上
げ

た
り
と
、
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
子
ど
も
が
自
ら
「
学
び
」
を

生
か
す
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
自
分

で
考
え
、
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。
す
ぐ
に
答
え
を
求
め
ず
、『
一
つ

の
こ
と
に
対
し
て
多
様
な
考
え
方
を
し
て
よ
い
』
と

い
う
態
度
や
、『
分
か
ら
な
い
時
は
Ａ
さ
ん
の
方
式

を
使
え
ば
い
い
よ
』
と
い
う
言
葉
で
、
自
分
自
身
と

友
だ
ち
の
『
学
び
』
を
結
び
付
け
て
考
え
る
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
吉
元
先
生
）

　

特
に
算
数
の
授
業
で
は
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
考
え
を
深
め

る
子
ど
も
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
10
年
度
の
『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
で

は
活
用
す
る
力
を
問
う
Ｂ
問
題
の
結
果
が
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
実
践
が
『
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
』、
ひ
い
て
は
『
生
き
る
力
』

の
育
成
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
」（
上
林
房
校
長
）

　子ども一人ひとりが自分の力に応じて十分に力を発揮でき
る環境を整えることを重視しています。子どもが喜んで登校
し、分からなかったことが分かり、出来なかったことができ、
感じ取れなかったことが感じ取れる学校をつくりたいと考
え、先生方にも協力を呼び掛けています。
　毎週日曜日、学校の裏手にある城山に、子どもや先生方、
保護者の方などと一緒に登山しています。こうした伝統的な
取り組みをはじめとして、「不易」を大切にすると共に、今
の時代にふさわしい教育への改善を推進し、子どもに「生き
る力」を育みたいと考えています。

校長としての役割
上林房校長が重視する
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友
だ
ち
の
考
え
と
つ
な
げ
る
こ
と
で

「
学
び
」を
深
め
、「
学
び
」を
生
か
す

成
果



特集

全面実施への助走
第 3 回

目指す力と実践をつなぐカリキュラム

図 5 「学び」の系統や関連を踏まえ、「学び」を生かす手立てを講じている授業例　１年生・算数

単元名：「10よりおおきいかず」

植田龍童先生授業者

数の相対的な大きさを捉えられるようになるために、「数の場所（位置）は、他の数
の並びとの中で確定していくこと」（順序数）を理解できるようにする

授業の流れ

10、11、12、14、15、18、19の数字カードと、４枚の「はてな（？）」が書か
れたカードを黒板に貼り、「はてなカードはどこにおいたらよいか」という
めあてを示す。子どもは「？」を数列上に置き、「？」に入る数字を考える

1

何人かの子どもが順番に前に出て、黒板のカードで数字を数列順に並べて
いく。次に、黒板に逆順にカードを貼り、同様にカードが並べられた後、カ
ードの並べ方を確認する
　教師「Ａさんが、なぜここにカードを入れたか分かる？」

2
「数字が１ずつ増えている（減っている）」ことを全員で確認

電子黒板を用いて「かずのせん（数直線）」について確認する。１ずつの目盛
りの「かずのせん」を示した後、動物が線上を飛んでいく映像を用いて、「２
とび」「５とび」での「かずのせん」を示す。最後は、動物が20以上の目盛り
（20以上の数の方向）を超えていく

5
次回の授業で２０以上の数字を扱うことにつなげる

2問目をつくる。５、10、「？」、20のカードで実施。数人の子どもにより、
黒板に「５、10、15、20」と並んだ
　教師「Ｃさん、これどうなっている？」4
「前にこういう数え方をしたことはなかったかな？」と問い掛け、「５
とび」であることを確認

子どもが問題をつくる。1人の子どもが「はてなカード」が１枚含まれる４
枚のカードを引き、何人かの子どもが黒板でカードを並べる。その後、全員
の子どもがそれぞれ手元のカードを用いて、同じ４枚のカードを自分の机
の上に好きな順番で並べる
　10、「？」、12、16と並べ、「？」のところに、「11」を置く子が多かった
　教師「Ｂさんが 11を置いて、ちょっと変だなって言っていたよ。みんな
これを見て『何か変だな』って思ったんだよね。変じゃないように並べ替
えてください」

3

子どもはそれぞれが考え、教師は机間指導。その後、10、12、14、16と並
べた子どもを指名し、黒板で確認。「２ずつ増えている」ことを確認

❶前時までに学んだ「なんばんめ」の数え方や、「２とび」「５とび」の数え方を生
かす。

❷「かずのせん」は、「長さ」や「かさ」などの量（２年生）を表したり、小数や分数な
どの大きさ（３年生）を表したりするのに用いる。本時における数の場所（位
置）を確定する学習が、数の目盛りを確定する以降の学習へとつながっていく。

❸「分からない（見えない）部分（値）を求める時には、与えられた条件からきまり

を見つける」という考え方に気付くようにした。これは、１年生におけるたし
算やひき算の規則性、２年生におけるかけ算の規則性、４年生における「とも
なって変わる量」、５年生における比例、６年生における「いろいろな立体」、中
学校の「図形の性質と調べ方」などにおいても、「分からない（見えない）部分
（値）を求める時には、与えられた条件からきまりを見つける」という子どもの
「学び」を生かす姿へつながっていくものである。

❶授業中は常に子どもから意見を求める。自分の
意見と違う発言に対しては「ほかにもあります」
と言ってから発言。友だちの考えを否定せず、
子どもが意見を言いやすい雰囲気をつくる

❷子どもが１人で考える時間を確保し、ノートに表
現させる。その上で、友だちの考え方を確認で
きるように、教師が「○○さんがなぜこう考えた
か分かる？」「○○さんはこう言っていたよ」な
どと言って全体に広げる

❸それぞれの子ど
もの考えを名前
と共に板書し、
共有する

❹電子黒板を用いて本時で学んだことをまとめると
共に、次の学習内容も示し、学んだことのつ
ながりを意識させる。電子黒板は全学級の教
室にあり、どの教科の授業でも活用している

「学び」の系統と関連のポイント

授業の
ねらい

りんどう

「学び」を生かすための手立ての工夫

13 ［小学版］2010 Vol .3


